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少
子
高
齢
化
時
代
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て

　
　

公　

明　

党　
　

渕　

上 　
　
　

隆　

議
員

不
足
す
る
避
難
所
を
補
う
た
め
住
区

セ
ン
タ
ー
を
避
難
所
に
指
定
せ
よ

【
問
】
現
時
点
で
２
万
３
千
人
分
の

避
難
所
が
不
足
し
て
い
る
。
区
の
意

思
決
定
が
あ
り
、
地
域
の
方
々
の
協

力
が
あ
れ
ば
、
住
区
セ
ン
タ
ー
は
避

難
所
と
し
て
素
早
く
機
能
で
き
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

【
危
機
管
理
】
住
区
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、基
本
的
に
二
次
避
難
所（
福 

祉
避
難
所
）
と
し
て
指
定
す
る
方
向

で
調
整
し
て
い
く
。

広
域
避
難
場
所
変
更
の
周
知
徹
底
を

【
問
】
都
は
、
津
波
被
害
の
恐
れ
が

あ
る
と
し
て
、
新
田
地
域
と
千
住
地

域
東
部
の
荒
川
河
川
敷
を
広
域
避
難

場
所
の
指
定
か
ら
解
除
し
た
が
、
区

民
へ
の
周
知
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
に
思
う
。
区
は
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
避
難
場
所
で
も
津
波
の
危

険
が
あ
り
、
災
害
警
報
に
十
分
注
意

を
払
っ
て
、
避
難
す
る
よ
う
区
民
に

地
域
の
魅
力
を
創
り
発
信
を
!!

子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
!!

　
　

公　

明　

党　
　

う
す
い 　

浩　

一　

議
員

魅
力
あ
る
公
園
で
集
客
力
ア
ッ
プ
を

【
問
】
舎
人
公
園
の
集
客
力
向
上
の

た
め
要
望
し
て
き
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　

ま
た
、
都
立
上
野
恩
賜
公
園
で
は

昨
年
、
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
等
が
オ 

ー
プ
ン
し
た
。
舎
人
公
園
に
も
、
ア 

ス
レ
チ
ッ
ク
等
で
訪
れ
た
人
た
ち
が

緑
の
多
い
自
然
空
間
で
食
事
を
楽
し

め
る
よ
う
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
整
備

を
都
に
要
望
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
都
市
建
設
】
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
が
あ
る
南
エ
リ
ア
の
完
成
は
、

早
け
れ
ば
平
成
28
年
度
予
定
と
聞
く
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
整
備
は
、
賑
わ

い
の
創
出
や
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

用
語

解
説

＊
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
…
…�

民
間
に
よ
る
活
用
を
進
め
て
経
済
活
性
化
等
を
促
進
す
る
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、�

公
益
企
業
等
が
保
有
す
る
公
共
デ
ー
タ
を
、
二
次
利
用
し
や
す
い
形
で
オ
ー
プ
ン
化
す
る
も
の

災
害
か
ら
区
民
の
生
命
を
守
る

た
め
早
急
に
万
全
の
体
制
を

　
　

自
由
民
主
党　
　

藤　

沼　

壮　

次　

議
員

啓
発
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
危
機
管
理
】
周
知
徹
底
と
ま
で
は

至
っ
て
お
ら
ず
重
い
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
特
に
今
回
の
避
難
場
所
の

変
更
は
、
当
該
地
域
住
民
の
認
識
状

況
を
把
握
し
つ
つ
、
今
年
度
全
戸
配

付
予
定
の
新
防
災
マ
ッ
プ
で
強
調
す

る
等
、
工
夫
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
避
難
場
所
が
100
％
安
全
と

は
限
ら
な
い
こ
と
を
区
民
に
ご
理
解

い
た
だ
く
べ
き
と
の
ご
質
問
は
、
全

く
そ
の
と
お
り
と
考
え
る
。
今
後
も

防
災
講
演
会
等
の
機
会
あ
る
ご
と
に
、

河
川
敷
避
難
場
所
の
特
性
や
避
難
方

法
の
周
知
徹
底
に
注
力
し
て
い
く
。

五
輪
開
催
を
区
内
振
興
に
活
か
せ

【
問
】
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ 

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決

定
し
た
。
区
内
産
業
や
観
光
の
振
興
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
に
活
か
し
た
い
。

区
長
は
こ
の
機
を
ど
う
活
か
す
の
か
。

【
区
長
】
区
内
経
済
の
活
性
化
や
雇

用
状
況
の
改
善
、
子
ど
も
た
ち
の
夢

や
希
望
が
育
ま
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

健
康
体
力
づ
く
り
に
結
び
つ
く
こ
と

も
期
待
さ
れ
る
。
し
っ
か
り
と
備
え
、

成
功
に
向
け
都
と
連
携
し
、
大
会
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

変
化
す
る
社
会
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は

【
問
】
区
長
は
「
少
子
高
齢
化
が
さ

ら
に
進
め
ば
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
で
き
ず
、
同
時
に
社
会
構
造
の
変

化
が
新
た
な
課
題
も
生
み
出
す
」
と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
る

と
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
は
年
々

増
え
る
が
、
改
革
へ
の
決
意
を
伺
う
。

【
区
長
】
従
来
の
行
政
改
革
の
枠
内

で
は
到
底
収
ま
り
き
ら
ず
、
あ
ら
ゆ

る
事
業
で
仕
事
を
見
直
す
不
断
の
努

力
な
く
し
て
は
、
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

対
応
で
き
な
い
。
区
で
完
結
で
き
な

い
問
題
は
、
複
数
自
治
体
で
の
解
決

も
視
野
に
入
れ
、
時
代
の
要
請
に
応

え
う
る
自
治
体
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

業
務
外
部
化
は
質
の
向
上
も
重
要

【
問
】
国
民
健
康
保
険
と
会
計
管
理

業
務
の
外
部
化
を
推
進
予
定
だ
が
、

コ
ス
ト
縮
減
と
と
も
に
区
民
に
と
っ

て
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
重
要
で
あ
る
。

具
体
的
な
見
解
を
伺
う
。

【
政
策
経
営
】
国
民
健
康
保
険
業
務

は
、
民
間
の
弾
力
的
で
柔
軟
な
運
営

体
制
の
活
用
で
、
複
数
手
続
の
一
つ

の
窓
口
で
の
対
応
、
柔
軟
な
人
員
配

置
に
よ
る
待
ち
時
間
短
縮
等
を
図
る
。

　

ま
た
、
会
計
管
理
業
務
は
、
区
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
は
直
接
結
び
付

か
な
い
が
、
全
庁
の
経
理
事
務
の
効

率
化
を
支
援
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

環
境
を
構
築
し
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
、

外
部
化
に
伴
い
得
ら
れ
た
人
員
と
財

源
を
新
た
な
行
政
課
題
に
投
入
し
、

区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

保
有
情
報
の
活
用
で
創
出
と
協
働
を

【
問
】
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
だ
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

ま
た
、
区
民
と
の
協
働
の
視
点
で
、

双
方
向
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
も
取

り
組
ん
で
行
く
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
政
策
経
営
】
区
民
や
事
業
者
が
利

活
用
で
き
、
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
出
に
つ
な
が
る
情
報
提
供
の
方

法
や
住
民
と
の
協
働
に
つ
い
て
、
早

急
に
庁
内
で
議
論
を
進
め
て
い
く
。

企
業
を
啓
発
し
て
男
性
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
せ
よ

【
問
】
長
時
間
労
働
を
減
ら
す
こ
と

や
業
務
効
率
化
に
よ
る
、
生
産
性
向

上
等
の
例
を
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や

企
業
へ
の
専
門
家
派
遣
等
で
啓
発
す

べ
き
だ
が
、
見
解
を
伺
う
。

【
地
域
】
専
門
家
の
派
遣
等
の
継
続

と
と
も
に
、
推
進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
、
企
業
経
営
者
へ
の
啓
発
を

進
め
て
い
く
。

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
で
「
も
の
づ
く
り
」

【
問
】
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
手
軽
に
利

活
用
で
き
る
機
会
が
必
要
で
あ
る
。

①
都
内
の
利
用
可
能
施
設
で
の
利
用

を
促
進
す
べ
き
だ
が
見
解
を
伺
う
。

②
産
業
セ
ン
タ
ー
で
の
展
示
会
実
施

や
、
マ
ッ
チ
ン
グ
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に

よ
る
企
業
啓
発
等
、
様
々
な
施
策
が

必
要
で
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。　
　

③
区
内
企
業
で
の
活
用
方
法
等
を
東

京
電
機
大
学
と
連
携
し
、
研
究
・
啓

発
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
産
業
経
済
】
①
都
立
産
業
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
で
の
利
用
に
つ
い
て
周

知
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
技
術
支
援
補

助
金
を
案
内
、
利
用
促
進
し
て
い
く
。

②
産
業
展
示
会
あ
だ
ち
メ
ッ
セ
等
の

イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
、
企
業
へ
の
普

及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。　
　

③
動
向
を
注
視
し
、
必
要
な
周
辺
技

術
や
知
識
を
、
東
京
電
機
大
学
と
連

携
実
施
す
る
技
術
セ
ミ
ナ
ー
等
で
取

り
上
げ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。

潜
在
需
要
を
把
握
し
待
機
児
童
解
消

【
問
】
保
育
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
今

後
の
利
用
希
望
も
調
査
し
、
潜
在
需

要
を
含
め
た
計
画
案
を
作
成
す
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
育
児
休
業
に
対
応
し
た
計

画
案
を
作
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】
ニ
ー
ズ
調
査
で
潜
在
需

要
や
育
児
休
業
の
利
用
期
間
等
の
実

態
を
把
握
し
、
平
成
26
年
度
策
定
予

定
の
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
拡
充
を

【
問
】
子
育
て
を
す
る
専
業
主
婦

（
夫
）
に
は
支
援
が
少
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
問
う
。

①
民
間
も
活
用
し
た
一
時
預
か
り
の

拡
大
と
、
保
育
所
一
時
預
か
り
の
Ｐ

Ｒ
等
の
啓
発
が
必
要
で
は
な
い
か
。

②
子
育
て
サ
ロ
ン
を
民
間
等
の
活
用

で
拡
大
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

③
子
育
て
世
代
が
孤
立
し
な
い
施
策

が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
育
成
や
、
高
齢
者
と
子
育
て
世
代

が
交
流
す
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等
の
施

設
や
機
会
が
必
要
で
は
な
い
か
。

④
認
可
保
育
園
の
登
録
制
相
談
「
マ

イ
保
育
園
」
を
、
手
軽
に
利
用
で
き

る
体
制
や
啓
発
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
子
ど
も
】
①
一
時
預
か
り
の
需
要

は
今
後
も
高
ま
る
と
想
定
し
て
お
り
、

拡
大
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
様
々
な
機
会
を
活
用
し
、
周

知
・
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

②
今
後
、
独
自
に
開
設
す
る
意
向
の

民
間
事
業
者
に
は
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ

の
提
供
等
に
よ
り
支
援
し
て
い
く
。

③
孤
立
防
止
対
策
に
は
、
民
間
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
や
居
場
所
の
提
供
等
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

④
利
用
拡
大
へ
の
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
り
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
民
間
の
子
育
て
機
関
紙
の
活
用

に
も
力
を
入
れ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　

ま
た
10
月
に
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
声
を
反
映
し
た
利
用
し

や
す
い
制
度
改
善
に
努
め
て
い
く
。

＊�


